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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】プラグ部が多方向に回転可能な２つの回転軸を
有するプラグコネクタを提供する。
【解決手段】横軸Ｔを有すると共に、第１収容室が形成
されるケーブル取り付け座１０と、縦軸Ｌを有すると共
に、第２収容室が形成される、横軸Ｔを軸として回転可
能な横方向回転ユニット２０と、収容空間を有すると共
に、前端に開口が形成される、縦軸Ｌを軸として回転可
能な軸方向回転ユニット３０と、複数の端子が設置され
ると共に、前記開口から露出するように軸方向回転ユニ
ット３０の収容空間に設置されるプラグ部４０と、弾性
材である複数の導線からなると共に、一端が各端子に接
続されるようにプラグ部４０の後方に設置される内部ケ
ーブルとを備える。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　横軸（Ｔ）を有すると共に、第１収容室（１１）が形成される、ケーブル（９０）と接
続するためのケーブル取り付け座（１０）と、
　縦軸（Ｌ）を有すると共に、第２収容室（２３）が形成される、横軸（Ｔ）を軸として
回転可能にケーブル取り付け座（１０）に取り付けられる横方向回転ユニット（２０）と
、
　収容空間（３１）を有すると共に、前端に開口（３３）が形成される、縦軸（Ｌ）を軸
として回転可能に横方向回転ユニット（２０）に取り付けられる軸方向回転ユニット（３
０）と、
　複数の端子（４２、４３）が設置されると共に、前記開口（３３）から露出するように
軸方向回転ユニット（３０）の収容空間（３１）に設置されるプラグ部（４０）と、
　弾性材である複数の導線（５５）からなると共に、該各導線（５５）の両端が各端子（
４２、４３）とケーブル（９０）に接続されるように、前記軸方向回転ユニット（３０）
の収容空間（３１）と横方向回転ユニット（２０）の第２収容室（２３）とケーブル取り
付け座（１０）の第１収容室（１１）に設置される内部ケーブル（５０）とを備えること
を特徴とする２つの回転軸を有するプラグコネクタ。
【請求項２】
　前記ケーブル取り付け座（１０）の前端に２つの枢着部（１２）が設けられ、
　前記横方向回転ユニット（２０）は、回転可能に前記ケーブル取り付け座（１０）にお
ける２つの枢着部（１２）に枢設される枢設部（２１）と、該枢設部（２１）の前端に形
成されると共に、前端に回転部（２２１）が形成される支持部（２２）とを有し、
　前記軸方向回転ユニット（３０）の後端に回転部（３２）が形成され、該回転部（３２
）は、回転可能に前記支持部（２２）における回転部（２２１）に結合されることを特徴
とする請求項１に記載の２つの回転軸を有するプラグコネクタ。
【請求項３】
　前記ケーブル取り付け座（１０）における２つの枢着部（１２）は、間隔をおいて配置
されると共に、該各枢着部（１２）の内側から他方の枢着部（１２）へ向かってそれぞれ
枢軸（１３）が延設され、
　前記横方向回転ユニット（２０）における枢設部（２１）は、前記２つの枢着部（１２
）の間に設置されると共に、該枢設部（２１）には、前記ケーブル取り付け座（１０）に
おける枢軸（１３）とそれぞれ結合する、２つの開口を有する軸穴（２１１）が形成され
ると共に、該横方向回転ユニット（２０）の支持部（２２）の前端における回転部（２２
１）は、支持部（２２）の前端を貫通する芯軸穴であり、
　前記軸方向回転ユニット（３０）における回転部（３２）は、軸方向回転ユニット（３
０）の後端から延設される芯軸であり、該芯軸は、前記芯軸穴に結合されることを特徴と
する請求項２に記載の２つの回転軸を有するプラグコネクタ。
【請求項４】
　前記ケーブル取り付け座（１０）における各枢軸（１３）には、前記第１収容室（１１
）と連通する貫通孔（１３１）が形成され、
　前記横方向回転ユニット（２０）における軸穴（２１１）は、前記第２収容室（２３）
及び貫通孔（１３１）と連通すると共に、横方向回転ユニット（２０）における芯軸穴は
、第２収容室（２３）と連通し、
　前記軸方向回転ユニット（３０）における芯軸に前記収容空間（３１）及び芯軸穴と連
通する連通孔（３２１）が形成され、
　前記内部ケーブル（５０）は、前記軸方向回転ユニット（３０）における連通孔（３２
１）と横方向回転ユニット（２０）における芯軸穴に設置される第１チューブ（５１）と
、該第１チューブ（５１）に接続されると共に、該横方向回転ユニット（２０）における
第２収容室（２３）と軸穴（２１１）とケーブル取り付け座（１０）における貫通孔（１
３１）と第１収容室（１１）とに設置される、U字型を呈する２つの第２チューブ（５２
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）と、該第２チューブ（５２）に接続されると共に、ケーブル取り付け座（１０）におけ
る第１収容室（１１）に設置される第３チューブ（５３）とを有し、
　前記複数の導線（５５）は、第１チューブ（５１）と、２つの第２チューブ（５２）と
、第３チューブ（５３）に設置されると共に、第２チューブ（５２）においては、二股に
分かれていることを特徴とする請求項３に記載の２つの回転軸を有するプラグコネクタ。
【請求項５】
　前記横方向回転ユニット（２０）における第２収容室（２３）に少なくとも１つの位置
決めブロック（２３５）が形成され、
　前記軸方向回転ユニット（３０）における芯軸に前記位置決めブロック（２３５）に当
接可能な位置決め突起（３２５）が設けられることを特徴とする請求項３または４に記載
の２つの回転軸を有するプラグコネクタ。
【請求項６】
　前記横方向回転ユニット（２０）における支持部（２２）の前端に複数の制動溝（２２
３）が形成され、
　前記軸方向回転ユニット（３０）における芯軸に前記複数の制動溝（２２３）のいずれ
かに係止可能な制動突部（３１３）が設けられることを特徴とする請求項５に記載の２つ
の回転軸を有するプラグコネクタ。
【請求項７】
　前記プラグ部（４０）は、前記開口（３３）から露出するように軸方向回転ユニット（
３０）の収容空間（３１）に設置されるインシュレーター（４１）と、該インシュレータ
ー（４１）を被包する外部カバー（４５）とを有し、該インシュレーター（４１）には、
前記複数の端子（４２、４３）を設置するための挿設空間（４１１）が形成されることを
特徴とする請求項１に記載の２つの回転軸を有するプラグコネクタ。
【請求項８】
　前記ケーブル取り付け座（１０）における各枢着部（１２）の内側から他方の枢着部（
１２）側へそれぞれ制動凸部（１２３）が凸設されると共に、前記横方向回転ユニット（
２０）における枢設部（２１）の両側に該制動凸部（１２３）と係止可能な複数の制動溝
（２１３）が形成されることを特徴とする請求項１に記載の２つの回転軸を有するプラグ
コネクタ。
【請求項９】
　HDMI規格のプラグコネクタを採用することを特徴とする請求項２または７に記載の２つ
の回転軸を有するプラグコネクタ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、特にケーブル取り付け座と、該ケーブル取り付け座に対して多方向に回転可
能なプラグ部とを有する、２つの回転軸を有するプラグコネクタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　コネクタは、様々な電子機器に幅広く採用されている、信号を伝送するためのインター
フェースである。従来のコネクタにおいては、電子装置に取り付けられるソケットコネク
タと、ケーブルの両端に取り付けられるプラグコネクタとにより構成され、該ケーブルの
両端のプラグコネクタを夫々２つの電子装置におけるソケットコネクタに挿入すれば、電
子装置間の信号の伝送を行うことができる。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、パソコンや液晶パネル等の電子装置には通常、例えばその背面に多種類
のインターフェースのソケットコネクタが取り付けられているが、それらの全ての或いは
幾つかのソケットコネクタにプラグコネクタを挿入する時、プラグコネクタ同士が互いに
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接触し邪魔してしまうため、一部のプラグコネクタしかソケットコネクタに挿入すること
ができないという欠点があった。
【０００４】
　そこで、考案されたのが本考案であって、他のプラグコネクタの差し込みを妨害するこ
とのない、２つの回転軸を有するプラグコネクタを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本願の請求項１の考案は、横軸（Ｔ）を有すると共に、第１収容室（１１）が形成され
る、ケーブル（９０）と接続するためのケーブル取り付け座（１０）と、
　縦軸（Ｌ）を有すると共に、第２収容室（２３）が形成される、横軸（Ｔ）を軸として
回転可能にケーブル取り付け座（１０）に取り付けられる横方向回転ユニット（２０）と
、
　収容空間（３１）を有すると共に、前端に開口（３３）が形成される、縦軸（Ｌ）を軸
として回転可能に横方向回転ユニット（２０）に取り付けられる軸方向回転ユニット（３
０）と、
　複数の端子（４２、４３）が設置されると共に、前記開口（３３）から露出するように
軸方向回転ユニット（３０）の収容空間（３１）に設置されるプラグ部（４０）と、
　弾性材である複数の導線（５５）からなると共に、該各導線（５５）の両端が各端子（
４２、４３）とケーブル（９０）に接続されるように、前記軸方向回転ユニット（３０）
の収容空間（３１）と横方向回転ユニット（２０）の第２収容室（２３）とケーブル取り
付け座（１０）の第１収容室（１１）に設置される内部ケーブル（５０）とを備えること
を特徴とする２つの回転軸を有するプラグコネクタ、を提供する。
【０００６】
　本願の請求項２の考案は、前記ケーブル取り付け座（１０）の前端に２つの枢着部（１
２）が設けられ、
　前記横方向回転ユニット（２０）は、回転可能に前記ケーブル取り付け座（１０）にお
ける２つの枢着部（１２）に枢設される枢設部（２１）と、該枢設部（２１）の前端に形
成されると共に、前端に回転部（２２１）が形成される支持部（２２）とを有し、
　前記軸方向回転ユニット（３０）の後端に回転部（３２）が形成され、該回転部（３２
）は、回転可能に前記支持部（２２）における回転部（２２１）に結合されることを特徴
とする請求項１に記載の２つの回転軸を有するプラグコネクタ、を提供する。
【０００７】
　本願の請求項３の考案は、前記ケーブル取り付け座（１０）における２つの枢着部（１
２）は、間隔をおいて配置されると共に、該各枢着部（１２）の内側から他方の枢着部（
１２）へ向かってそれぞれ枢軸（１３）が延設され、
　前記横方向回転ユニット（２０）における枢設部（２１）は、前記２つの枢着部（１２
）の間に設置されると共に、該枢設部（２１）には、前記ケーブル取り付け座（１０）に
おける枢軸（１３）とそれぞれ結合する、２つの開口を有する軸穴（２１１）が形成され
ると共に、該横方向回転ユニット（２０）の支持部（２２）の前端における回転部（２２
１）は、支持部（２２）の前端を貫通する芯軸穴であり、
　前記軸方向回転ユニット（３０）における回転部（３２）は、軸方向回転ユニット（３
０）の後端から延設される芯軸であり、該芯軸は、前記芯軸穴に結合されることを特徴と
する請求項２に記載の２つの回転軸を有するプラグコネクタ、を提供する。
【０００８】
　本願の請求項４の考案は、前記ケーブル取り付け座（１０）における各枢軸（１３）に
は、前記第１収容室（１１）と連通する貫通孔（１３１）が形成され、
　前記横方向回転ユニット（２０）における軸穴（２１１）は、前記第２収容室（２３）
及び貫通孔（１３１）と連通すると共に、横方向回転ユニット（２０）における芯軸穴は
、第２収容室（２３）と連通し、
　前記軸方向回転ユニット（３０）における芯軸に前記収容空間（３１）及び芯軸穴と連
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通する連通孔（３２１）が形成され、
　前記内部ケーブル（５０）は、前記軸方向回転ユニット（３０）における連通孔（３２
１）と横方向回転ユニット（２０）における芯軸穴に設置される第１チューブ（５１）と
、該第１チューブ（５１）に接続されると共に、該横方向回転ユニット（２０）における
第２収容室（２３）と軸穴（２１１）とケーブル取り付け座（１０）における貫通孔（１
３１）と第１収容室（１１）とに設置される、U字型を呈する２つの第２チューブ（５２
）と、該第２チューブ（５２）に接続されると共に、ケーブル取り付け座（１０）におけ
る第１収容室（１１）に設置される第３チューブ（５３）とを有し、
　前記複数の導線（５５）は、第１チューブ（５１）と、２つの第２チューブ（５２）と
、第３チューブ（５３）に設置されると共に、第２チューブ（５２）においては、二股に
分かれていることを特徴とする請求項３に記載の２つの回転軸を有するプラグコネクタ、
を提供する。
【０００９】
　本願の請求項５の考案は、前記横方向回転ユニット（２０）における第２収容室（２３
）に少なくとも１つの位置決めブロック（２３５）が形成され、
　前記軸方向回転ユニット（３０）における芯軸に前記位置決めブロック（２３５）に当
接可能な位置決め突起（３２５）が設けられることを特徴とする請求項３または４に記載
の２つの回転軸を有するプラグコネクタ、を提供する。
【００１０】
　本願の請求項６の考案は、前記横方向回転ユニット（２０）における支持部（２２）の
前端に複数の制動溝（２２３）が形成され、
　前記軸方向回転ユニット（３０）における芯軸に前記複数の制動溝（２２３）のいずれ
かに係止可能な制動突部（３１３）が設けられることを特徴とする請求項５に記載の２つ
の回転軸を有するプラグコネクタ、を提供する。
【００１１】
　本願の請求項７の考案は、前記プラグ部（４０）は、前記開口（３３）から露出するよ
うに軸方向回転ユニット（３０）の収容空間（３１）に設置されるインシュレーター（４
１）と、該インシュレーター（４１）を被包する外部カバー（４５）とを有し、該インシ
ュレーター（４１）には、前記複数の端子（４２、４３）を設置するための挿設空間（４
１１）が形成されることを特徴とする請求項１に記載の２つの回転軸を有するプラグコネ
クタ、を提供する。
【００１２】
　本願の請求項８の考案は、前記ケーブル取り付け座（１０）における各枢着部（１２）
の内側から他方の枢着部（１２）側へそれぞれ制動凸部（１２３）が凸設されると共に、
前記横方向回転ユニット（２０）における枢設部（２１）の両側に該制動凸部（１２３）
と係止可能な複数の制動溝（２１３）が形成されることを特徴とする請求項１に記載の２
つの回転軸を有するプラグコネクタ、を提供する。
【００１３】
　本願の請求項９の考案は、HDMI規格のプラグコネクタを採用することを特徴とする請求
項２または７に記載の２つの回転軸を有するプラグコネクタ、を提供する。
【考案の効果】
【００１４】
　本考案は上記の課題を解決するものであり、横方向回転ユニットをケーブル取り付け座
の横方向に回転させることができると共に、軸方向回転ユニット自体が回転可能な構成で
あることから、ソケットコネクタと接続する時に、プラグ部を周りの他のプラグコネクタ
の差し込みを妨害しない位置まで回転させることができるので、プラグコネクタ同士の妨
害を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本考案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの斜視図である。
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【図２】本考案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの回転状態を示す図である。
【図３】本考案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの正面視分解斜視図である。
【図４】本考案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの背面視分解斜視図である。
【図５】本考案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの部分平面断面図である。
【図６】本考案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの側面視部分側面断面図であ
る。
【図７】本考案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの部分側面断面図である。
【図８】本考案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの正面断面図である。
【図９】本考案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの側面図である。
【図１０】本考案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの回転状態を示す側面図で
ある。
【図１１】本考案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの正面断面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照して本考案の好適な実施の形態を詳細に説明する。尚、下記実施
例は、本考案の好適な実施の形態を示したものにすぎず、本考案の技術的範囲は、下記実
施例そのものに何ら限定されるものではない。
【００１７】
　図１は本考案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの斜視図であり、図２は本考
案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの回転状態を示す図であり、図３は本考案
に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの正面視分解斜視図であり、図４は本考案に
係る２つの回転軸を有するプラグコネクタの背面視分解斜視図であり、図５は本考案に係
る２つの回転軸を有するプラグコネクタの部分平面断面図であり、図６は本考案に係る２
つの回転軸を有するプラグコネクタの側面視部分側面断面図であり、図７は本考案に係る
２つの回転軸を有するプラグコネクタの部分側面断面図であり、図８は本考案に係る２つ
の回転軸を有するプラグコネクタの正面断面図であり、図９は本考案に係る２つの回転軸
を有するプラグコネクタの側面図であり、図１０は本考案に係る２つの回転軸を有するプ
ラグコネクタの回転状態を示す側面図であり、図１１は本考案に係る２つの回転軸を有す
るプラグコネクタの正面断面図である。
【００１８】
　図１乃至図４に示すように、本考案に係る２つの回転軸を有するプラグコネクタは、Ｈ
ＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）の規格に準拠しもので、一端に掛止ブ
ロック（９１）を有するケーブル（９０）と接続可能なケーブル取り付け座（１０）と、
横方向回転ユニット（２０）と、軸方向回転ユニット（３０）と、プラグ部（４０）と、
内部ケーブル（５０）とを備える。
【００１９】
　前記ケーブル取り付け座（１０）は、概ね対称的な形状を有する２つの半カバー（１０
０）から構成され、横軸（Ｔ）を有すると共に、前記掛止ブロック（９１）を収容して固
定するための第１収容室（１１）が形成される。また、前記ケーブル取り付け座（１０）
の前端には、間隔をおいて２つの枢着部（１２）が設けられ、該各枢着部（１２）から他
方の枢着部（１２）へ向かって枢軸（１３）が延設されると共に、該枢軸（１３）に第１
収容室（１１）と連通する貫通孔（１３１）が形成される。
【００２０】
　図５に示すように、横方向回転ユニット（２０）は、概ね対称的な形状を有する２つの
半カバー（２００）から構成され、枢設部（２１）と、該枢設部（２１）の前端に設けら
れる支持部（２２）とを有すると共に、横軸（Ｔ）を軸として回転可能にケーブル取り付
け座（１０）に取り付けられるものである。また、横方向回転ユニット（２０）は縦軸（
Ｌ）を有すると共に、前記横方向回転ユニット（２０）に第２収容室（２３）が形成され
、該第２収容室（２３）に少なくとも１つの位置決めブロック（２３５）が設けられる。
【００２１】
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　前記枢設部（２１）は、ケーブル取り付け座（１０）における２つの枢着部（１２）の
間に設置されると共に、ケーブル取り付け座（１０）における枢軸（１３）とそれぞれ結
合される２つの開口を有する軸穴（２１１）が形成され，該軸穴（２１１）は、前記第２
収容室（２３）と貫通孔（１３１）と連通している。
　前記支持部（２２）の前端に回転部（２２１）が形成され、本実施例において回転部（
２２１）は、支持部（２２）の前端を貫通して第２収容室（２３）と連通する芯軸穴（符
号なし）である。
【００２２】
　前記軸方向回転ユニット（３０）は、概ね対称的な形状を有する２つの半カバー（３０
０）から構成されると共に、前記縦軸（Ｌ）を軸として回転可能に横方向回転ユニット（
２０）に取り付けられ、更に、軸方向回転ユニット（３０）には収容空間（３１）が形成
されると共に、前端に開口（３３）が形成され、軸方向回転ユニット（３０）の後端に、
回転可能に前記支持部（２２）における回転部（２２１）に結合される回転部（３２）が
形成される。
【００２３】
　図８に示すように、本実施例においては、軸方向回転ユニット（３０）における回転部
（３２）は、軸方向回転ユニット（３０）の後端から延設される芯軸（符号なし）であり
、該芯軸は、前記横方向回転ユニット（２０）における芯軸穴に結合されると共に、前記
収容空間（３１）及び芯軸穴と連通する連通孔（３２１）が形成され、また、該芯軸には
、前記位置決めブロック（２３５）に当接可能な位置決め突起（３２５）が設けられる。
【００２４】
　図６及び図７に示すように、プラグ部（４０）は、インシュレーター（４１）と、複数
の端子（４２、４３）と、外部カバー（４５）とを有し、その内、インシュレーター（４
１）は、開口（３３）から露出するように軸方向回転ユニット（３０）の収容空間（３１
）に設置されると共に、相手方ソケットコネクタの舌部（図示せず）を収容するための挿
設空間（４１１）が形成される。
　前記複数の端子（４２、４３）は、インシュレーター（４１）における挿設空間（４１
１）に設置され、該挿設空間（４１１）の上方に設置される上列端子（４２）と下方に設
置される下列端子（４３）とにより構成される。
　前記外部カバー（４５）は金属からなり、インシュレーター（４１）を被包するもので
ある。
【００２５】
　前記内部ケーブル（５０）は弾性材であり、前記軸方向回転ユニット（３０）の収容空
間（３１）と横方向回転ユニット（２０）の第２収容室（２３）とケーブル取り付け座（
１０）の第１収容室（１１）に設置され、ケーブル（９０）に接続されるものである。
　尚、本実施例において前記内部ケーブル（５０）は、第１チューブ（５１）と、２つの
第２チューブ（５２）と、第３チューブ（５３）と、複数の導線（５５）とを有し、その
内、第１チューブ（５１）は、前記軸方向回転ユニット（３０）における連通孔（３２１
）と横方向回転ユニット（２０）における芯軸穴に設置され、
　前記各第２チューブ（５２）はU字型を呈し、前記第１チューブ（５１）に接続される
と共に、前記横方向回転ユニット（２０）における第２収容室（２３）及び軸穴（２１１
）と、前記ケーブル取り付け座（１０）における貫通孔（１３１）及び第１収容室（１１
）とに設置され、
　前記第３チューブ（５３）は、前記第２チューブ（５２）に接続されると共に、ケーブ
ル取り付け座（１０）における第１収容室（１１）に設置される。
　図５に示すように、複数の導線（５５）は、第１チューブ（５１）、２つの第２チュー
ブ（５２）と、第３チューブ（５３）に設置されると共に、第２チューブ（５２）におい
ては、二股に分かれており、該第１チューブ（５１）に設置される一端は、直接又は間接
的に複数の端子（４２、４３）に接続されると共に、該第３チューブ（５３）に設置され
る一端は、ケーブル（９０）に接続される。尚、図５には、一部の導線（５５）しか示さ
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れていないが、該導線（５５）は端子（４２、４３）と同数である。
【００２６】
　図９及び図１０に示すように、本考案の好ましい実施例においては、ケーブル取り付け
座（１０）における各枢着部（１２）の内側から他方の枢着部（１２）側へそれぞれ制動
凸部（１２３）が凸設されると共に、横方向回転ユニット（２０）における枢設部（２１
）の両側に、該制動凸部（１２３）と係止可能な複数の制動溝（２１３）が形成され、こ
れにより、該横方向回転ユニット（２０）をケーブル取り付け座（１０）に対して位置決
めする。
【００２７】
　図１１に示すように、本考案の好ましい実施例においては、横方向回転ユニット（２０
）における支持部（２２）の前端に複数の制動溝（２２３）が形成されると共に、前記軸
方向回転ユニット（３０）における芯軸に、該複数の制動溝（２２３）のいずれかに係止
可能な制動突部（３１３）が設けられ、これにより、該軸方向回転ユニット（３０）を横
方向回転ユニット（２０）に対して位置決めする。
【産業上の利用可能性】
【００２８】
　本考案は上記の構成を有し、横方向回転ユニットをケーブル取り付け座の横方向に回転
させることができると共に、軸方向回転ユニット自体が回転可能な構成であることから、
ソケットコネクタと接続する時に、プラグ部を周りの他のプラグコネクタの差し込みを妨
害しない位置まで回転させることができるので、プラグコネクタ同士の妨害を防止できる
。
【符号の説明】
【００２９】
　１０　　　　ケーブル取り付け座
　１００　　　半カバー
　１１　　　　第１収容室
　１２　　　　枢着部
　１２３　　　制動突部
　１３　　　　枢軸
　１３１　　　貫通孔
　２０　　　　横方向回転ユニット
　２００　　　半カバー
　２１　　　　枢設部
　２１１　　　軸穴
　２１３　　　制動溝
　２２　　　　支持部
　２２１　　　回転部
　２２３　　　制動溝
　２３　　　　第２収容室
　２３５　　　位置決めブロック
　３０　　　　軸方向回転ユニット
　３００　　　半カバー
　３１　　　　収容空間
　３１３　　　制動突部
　３２　　　　回転部
　３２１　　　連通孔
　３２５　　　位置決め突起
　３３　　　　開口
　４０　　　　プラグ部
　４１　　　　インシュレーター



(9) JP 3155573 U 2009.11.19

10

　４１１　　　挿設空間
　４２、４３　端子
　４５　　　　外部カバー
　５０　　　　内部ケーブル
　５１　　　　第１チューブ
　５２　　　　第２チューブ
　５３　　　　第３チューブ
　５５　　　　導線
　Ｔ　　　　　横軸
　Ｌ　　　　　縦軸
　９０　　　　ケーブル
　９１　　　　掛止ブロック

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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